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企業プロフィール 

 
 
 
 
 
 

所在地  滋賀県野洲市 

創立   平成１９年（２００７年） 

業種   介護事業 

従業員数 ３１人       （2024.1.1 現在） 

定年・継続雇用 

 
 
 
 
 

定年年齢 なし 

定年後の継続雇用 なし 

現在の最高年齢者 ７７歳  職務内容：運搬、掃除、草刈り 

 

☞事例のポイント 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

制度の整備 

 

慢性的な介護人材不足を背景に、人

材確保を目的として、定年制を廃止 

評価・モチベーション 

 

介護職員のキャリアアップとモチベーシ

ョン向上のため、キャリアパス要件を策

定 

コミュニケーションの活性化 

 

高齢職員の多い職場には職員の配置

を増やすことにより、若手職員の指

導にも時間を確保、コミュニケーシ

ョンも活性化 

作業環境の改善 

 

浴室リフトや福祉車両の導入により、

作業効率が向上し、身体的負担の軽減 
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年齢別従業員数 
●正規従業員    8 人 
●非正規従業員 23 人 

 
 
 
 
 

60～64 歳 4 人（12.9%） 

65～69 歳 7 人（22.6％） 

70 歳～  5 人（16.1％） 

令和６年度高年齢者活躍企業コンテスト 機構理事長表彰特別賞 



 
 
 
 
 
 

改 善 内 容 ・ 効 果 課 題 

従来、正職員の定年は 65 歳であったが、

今いる人材に永く働いてもらうため、定年を

廃止し、高齢職員がいつまでも安心して働け

る職場とした。当該制度改定は、若手・中堅

職員においても一定の安心感が得られるた

め、定評がある。 

・慢性的な介護人材不足を背景に、職員

の確保が喫緊の課題となっていた。 

職位による権限、勤続年数要件、職務内

容、基本給を定めた等級表「介護職員キャリ

アパス要件」を定め、高齢職員も含む全職員

に適用してキャリアパスを明確にするととも

に、自身の役割と働き方により賃金が決定さ

れる仕組みとした。 

・介護職員としてのキャリアアップや介

護職員処遇改善加算への対応、同一労働

同一賃金の実現が課題であった。 

高齢職員が多い職場には、職員の配置を増

やし、仕事に余裕をもってあたってもらうこ

とで負担経験を図った。また、高齢職員から

若手職員への指導の時間が確保され、お互い

にコミュニケーションがとりやすくなった。 

・職員の高齢化による負担軽減と併せ

て、若手への指導も含めたコミュニケ

ーションの活性化が求められていた。 

「高齢社員の戦力化に向けて、専門家に相談したい・・・！」 
70 歳雇用推進プランナー・高年齢者雇用アドバイザーにご相談ください！ 

全国に配置されている社会保険労務士・中小企業診断士等の資格をもった専門家が企業に対し、 
相談・助言・提案などを行っています。詳しくはコチラ 

https://www.jeed.go.jp/elderly/employer/advisary_services.html 

業務改善助成金（厚生労働省） 

を活用し、浴室リフト、助手席 

回転式福祉車両、スロープ付き 

福祉車両を導入し、高齢職員の 

腰痛予防を行うとともに、介助 

の効率化を図った。 

・加齢に伴う筋力等の低下により、こ

れまで行ってきた介護業務の負担軽減

が求められていた。 

活用方針・活用戦略 

仕事内容・就労条件 

制度の整備 

評価・処遇 
評価・モチベ

ーション 

仕事内容・就労条件 

コミュニケー

ションの活性

化 

仕事内容・就労条件 

作業環境の 

改善 
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